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【グランドデザイン】
①知的障がい教育の専門性を向上させる。

①４月に比べ、知的障がい教育の専門性を向上させることができたと感じた教員
が８０％以上 95%

目標８０％以上を達成できた。研修が有効との言及が半数
以上あり、研修の重要さが分かる。その他、話し合い、研究
協議、実態把握、自己研鑽が有効だった。

ミニ研修会を継続し、ニーズに応じた研修会も設定する。
話し合い、協議の時間を引き続き大切にする。

【学部独自】
②子どもの「知りたい、学びたい、やってみたい」を引き出す授業づくりを行う。

②子どもの「知りたい、学びたい、やってみたい」を引き出す授業づくりを行うこと
ができたと感じた教員が８０％以上。

95%
目標８０％以上を達成できた。テーマに沿って日々の話し
合い、振り返りに真摯に取り組み、よい授業づくりができ
た。

よかった実践、教材を、共有ドライブで共有、引き継ぎがで
きるようにする。

【グランドデザイン】
①生徒が自分の考えを様々な方法で出し、計画し、実行できる支援を行う

①生徒が自分たちのやりたいことを実現するための支援ができたと感じた教員が
70％以上 96%

生徒の言葉を聞いたり、様子を見たりしてやりたいことを
知ろうとしたり、興味関心を引き出すための選択肢を準備
するなど生徒の意思を尊重した。

中学部全体で、今後も引き続き生徒の意思を尊重した教育
教育活動を大切にしていきたい。

【学部独自】
②生徒が主体的に課題発見、課題解決できる授業をめざした取り組み。

②生徒が主体的に課題発見、課題解決できる授業づくりができたと感じた教員が
70％以上

68%
この重点目標の内容が漠然としているところがあるので、
もう少し具体的な目標設定と学部での周知が必要であっ
た。

学部で話し合いを重ねながら、生徒がよりよく課題発見
し、よりよく解決するための方法などを考えていきたい。

【グランドデザイン】
①生徒の主体性を育み、夢や目標をもって意欲的に取り組む生徒を育てる。

①生徒のつけたい力をイメージした授業づくりや生徒が自分でできるように支援
を考えて実践できたと感じた教員が７０％以上 89%

中間評価では、実際に成果として見えにくい・見られにくい
という回答もあったが、継続して授業つくりを学級等で
しっかり考えて取り組んだことや、生徒の実態を把握し、支
援ができたことが成果として見られるようになり、評価に
つながった。

生徒自ら、やりたい・やってみたいことを発信できるような
授業の組み立てや支援を考え、教員も一緒になって学ぶ姿
勢で取り組む。
体験的な学び・協働的な学びを通して、自己理解を深めた
り意欲的に取り組んだりできる学習計画を立て、実践して
いく。

【学部独自】
②保護者・関係機関と連携を取りながら早めの対応に心がけ、支援体制を整え、支
援・指導にあたる。

②関係機関と連携した取り組みや、学部で情報共有してチームで支援等について
取り組んだと感じた教員が８０％以上

90%

困難事例が多く、関係機関との情報の共有はできても前向
きな取組や支援には繋がりにくい状況はあるものの、少し
ずつ良い方向に繋がってきている。また、学年主任や担任
の先生を中心に積極的にケース会を実施できた。

困難事例については、来年度も継続したケース会を実施し
ていく。可能なところで、学期に１回は生徒の近況報告と今
後の方向性を確認できる会（管理職の先生と）を設定した
い。
教育相談とより連携を図り、関係機関と広く繋がっていく
ようにする。（学ぶ環境の設定の検討含む）

【グランドデザイン】
①夢や目標をもち、主体的に学ぼうとする生徒の機動力を育てる。
①他者評価等を利用し、生徒の自己理解の促進をめざす。

①生徒がよりよく生きていくために自立活動的視点をもった理解と支援を行うこ
とができたと感じた教員が８０％以上

69%
・生徒の課題を意識しながら自立活動の視点をもちかかわるこ
とはできた。自立活動の必要性も理解している。

・個々の生徒に必要な支援で取り組めていたかどうかは課題も
のこる。横の連携を取りながら学部全体として生徒にかかわるこ
とが必要。中心課題、支援の共有について深める。

【学部独自】
②作業学習のねらいを整理し、作業種目を活かしながら生徒の主体的な取り組み
を引き出す。

②生徒が将来職業生活を継続する上で必要な自己の要件について認識を深める
ための支援と教員間の共有を行うことができたと感じた教員が８０％以上

91%

・学年が上がるごとに、「社会人になる」ということの具体的な見
通しや意識は高まる。作業学習等では生徒が主体的に取り組め
る場を設定するとともに、課題解決のための支援等について教
員間で共有することができた。

将来の自分の姿と高等部での学びを結び付けて考えることが難
しい実態もある。生徒の実態を考慮し、今学んでいることがこの
先どんな場で活かせるのか、具体的なイメージをもてるように支
援していく。

【グランドデザイン】
①「地域とつながる力、地域で心豊かに生きる力を育む授業づくりを行なう

①育む力を伸ばす授業づくりを行うことができたと感じた教員が８０％以上
100%

・数値目標は、十分に達成できた。地域と連携を図り、生徒
たちが「やってみたい。地域の役に立ちたい。」という思い
を授業に取り入れて進めることができた。

・地域連携の強化: 引き続き、高校魅力化推進員の方との
協力体制を強化し、より多様で専門的な視点を取り入れた
活動を展開していく。
・生徒の主体性の追求: 生徒の「知りたい」「もっとやってみ
たい」という知的好奇心や意欲をより一層引き出すための
工夫をしていく。
・PDCAサイクルの徹底: 活動の振り返りを行い、次年度も
PDCAサイクルを回しながら、授業の質を継続的に向上さ
せていく。

【学部独自】
②生徒の主体的な取り組みを促す作業学習を目指し、見直しを図る

②作業学習について見直しを図ることができたと感じた教員が８０％以上 100%
・数値目標は、十分に達成できた。研究や作業班会を計画
的に実施し、「普段の授業改善」「デュアル実習の実践」を中
心に検討を重ね見直しを図ることができた。

・意欲を引き出す工夫: 生徒の「やりたい」という意欲に
フォーカスし、主体的・対話的で深い学び（作業学習版）に
つなげていきたい。
・デュアル実習の定着: 実習の仕組みを安定させ、地域社
会との接続をより確実なものにしていく。
・PDCAの継続: 授業改善を一時的なものにせず、2年目
としてさらに精度を高めていく。

【グランドデザイン】
①生徒が主体的に考え行動するための舎生会組織の構築。

①生徒の主体性を促すための支援を検討し実践することができたと感じた教員が
70％以上。 100%

研究指導員会等で『主体性を引き出すための支援』を指導
員間で検討し、考え方を共有した上で役員会を運営、及び
研究を進めることができた。

次年度は今年度の取組で指導員が共有した『主体性を促す
ための支援』を、役員会だけでなく全体会や舎生個人の支
援に拡げていきたいと考える。

②ー１　適切な頻度・方法で寄宿舎と学校間の必要な情報共有を行うことができた
と感じた教員が70％以上

100%

月一回の寮務部会に加え、チャットや情報共有の時間（月2
回程度）を活用・設定したりしながら、生徒情報や必要な検
討事項について共有しつつ、学舎間での連携を図ることが
できた。

今年度、寮務部会のメンバー変更や会の記録の共有を
チャットで行う等の変更を試行的に行った。次年度に向け
て連携・共有のし易さを基に振り返りを行い、必要に応じ
て改善できるようにする。

②ー２　一貫した生活指導について学校・寄宿舎双方における共通認識を図ること
ができたと感じた教員が70％以上

100%

「自動販売機利用のルール」や「忘れ物・服装等」について生
徒支援部と確認し、舎生と通学生との間で指導内容に差が
生じないように内容を整理し、学部会等で共有することが
できた。

整理した内容を来年度以降も継続して引き継いでいくこと
ができるように、各所で年度初めの確認や共有を徹底でき
るようにする。

・校内教職員が自身が所属する学部等について、「十分に達成できている」「おおむね達成できている」「あまり達成できていない」「どちらかといえば達成できていない」「よくわからない」より選択して評価した。
そのうち、「十分に達成できている」「おおむね達成できている」を合わせて、実績として集計している。

高等部総合コース

令和７年度　松江養護学校　重点目標と評価

学部等
自己評価評価計画

中学部

小学部

学校関係者評価委員会としての意見（まとめ）

1. 全体評価と成果について
高い目標達成度と専門性の向上： 各学部において「十分に
達成・おおむね達成」が概ね高い数値（小学部95%、高等部
職業コース91%、安来分教室・寄宿舎100%等）を示して
おり、組織的なPDCAサイクルが機能していることを高く評
価する。特に、教員の専門性向上に向けたミニ研修会の継
続や、チーム支援の定着が実績に結びついている。

生徒の主体性を尊重する姿勢： 中学部の目標達成度96%
や寄宿舎の100%に見られるように、生徒の「やりたい」と
いう意欲を引き出す支援が浸透している。行事が教員主導
から生徒主体へと変容している点（寄宿舎）や、自己肯定感
を高めるための丁寧な関わり（高等部総合）は非常に意義深
い。

地域連携の深化： 「県民いきいき活動奨励賞」の受賞に象
徴されるように、公民館や事業所、地元企業、ライオンズク
ラブ、近隣自治会等との双方向の交流が、生徒の「社会の中
で生きる力」を育む大きな財産となっている。

2. 次年度に向けた課題と提言
「意思決定支援」のさらなる深化： 言葉の背景にある本心を
汲み取り、生徒自身が将来の自立した姿を具体的に描ける
ような「本人の納得感」を重視した目標設定を継続してほし
い。

不登校支援と多様な学びの保障： 社会情勢として不登校が
増加する中、サテライト活用や地域資源（公民館等の居場
所）との連携をさらに強化し、一人ひとりに合った「学びの
きっかけ」を創出していただきたい。

人的・物的資源の確保： 困難事例に対する丁寧な支援（実績
90%）を継続するためには、教職員の精神的・肉体的な負
担軽減が不可欠である。施設設備の充実に加え、教育現場
のマンパワーの充足について、設置者（教育委員会）への積
極的な働きかけを強く要望する。

周知活動の推進： 乃木校舎をはじめとする各活動の周知を
さらに進め、地域側が「いつ、どこで、どのような協力がで
きるか」を事前に把握できるような情報発信の工夫を期待
する。

高等部職業コース

高等部安来分教室

寄宿舎 【舎独自】
②ー１　寄宿舎と学校間の情報共有・双方の共通理解のもと、生徒・家庭への適切
な指導・支援に努める。
②ー２　生徒一人一人が集団生活におけるルールやマナーを守り、思いやりをもっ
て生活する姿勢を育む。


